
議案第６３号 

八幡浜市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 標記条例を次のように制定する。 

  平成３０年６月４日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

八幡浜市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

八幡浜市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例（平成２４年条例第４１号）の一部を次のように改正す

る。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示

すように改正する。 

改正後 改正前 

  

第４条 指定地域密着型介護予防サービスに該当

する介護予防認知症対応型通所介護（以下「指定

介護予防認知症対応型通所介護」という。）の事

業は、その認知症（法第５条の２第１項に規定す

る認知症をいう。以下同じ。）である利用者（そ

の者の認知症の原因となる疾患が急性の状態に

ある者を除く。以下同じ。）が可能な限りその居

宅において、自立した日常生活を営むことができ

るよう、必要な日常生活上の支援及び機能訓練を

行うことにより、利用者の心身機能の維持回復を

図り、もって利用者の生活機能の維持又は向上を

目指すものでなければならない。 

第４条 指定地域密着型介護予防サービスに該当

する介護予防認知症対応型通所介護（以下「指定

介護予防認知症対応型通所介護」という。）の事

業は、その認知症（法第５条の２   に規定す

る認知症をいう。以下同じ。）である利用者（そ

の者の認知症の原因となる疾患が急性の状態に

ある者を除く。以下同じ。）が可能な限りその居

宅において、自立した日常生活を営むことができ

るよう、必要な日常生活上の支援及び機能訓練を

行うことにより、利用者の心身機能の維持回復を

図り、もって利用者の生活機能の維持又は向上を

目指すものでなければならない。 

  

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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提案理由 

  「指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準」の一部改正に伴い、所要の改正を行うため。 
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